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資 料

神 経 質 と向性 の 測定の た め の 診 断 目録 の 試作
＊

広　島　大 　学

近 藤 敏 行
＃

序

　Eysenckが神経 質 と 向性 を人格 の 重要な次 元 と し て あ

げ て い る こ とは 周 知 の と お りで あ る 。 か れ は GuilfOrd

の 人 格 診 断 目録 か ら二 次 因 子 と し て ，神経質 と 向性の 2

因子 が 抽 出 され る こ とを 示 し た。また こ れ に も と つ い て

か れ が作製 し た M ，P．1．が Cattellの 「生活記録 の 資料」

（Ldata ）や 「質問 ｛こ よ る 資料」 （Ω data）｝こ も と つ く因

子 か ら杣出 され た 二 次因子 と し て の 神経 質 と向性と の 間

に 高 い 相関が 示 さ れ る こ と を 述 べ て い る 。 そ し て Guil・

ford の 1 次因子 と して の 特性名 と Cattll の それ と が 非

常 に ち が つ て い る に もか か わ らず， 2次因子 と し て ， そ

の い ずれ か ら も神経質 と 向性 と が 抽出 さ れ，しか も類似

が高い こ と に 注 目 し て い る 。

　か れ は 神経 質が 自律神経 系の 均 衡か らの 偏 差 に もとつ

ぎ， 向性が 自律神経 系の 均衡 か らの 偏 差 の 方 向に 関係 が

あ る と 仮定 し た 。 こ の 仮説は 決 定的に 証 明され た と は い

い が た い が，気質 が 生理 的変数 と 深い 関係 を もつ こ とが

当然予 想 され る と こ ろ で あ つ て み れ ば ， 興 味深 い 仮説 で

あ る と い うこ と が で き よ うc

　行動型 の 次元 に お い て 捉 え ら れ た 気質 と ，生 理 的次元

に お け る 変数，あ る い は 知覚，運 動 機能 に お け る変数 と

の 関係を明 らか に す る こ とは ，気質 の 確 立 に と つ て は，

きわ め て 有力な証拠 と な る で あ ろ う。 今後そ の よ うな 研

究 が 行 な わ れ る こ と の 必 要 な こ と は い 5ま で もな い が，

気質そ の もの の 測定 に つ い て の 研究 も，従来 よ り以上 に

進 め られ る べ き
r
で あ ろ う，

　 こ の 研 究 は，新 し く，神 経 質 お よ び 向牲を 測定す る 尺

度を 作製す る こ と を 目的 と し て い る 。 神経質 の 質問項目

は 従来行なわれ て い た 質問項 目や ， 普通，神経質傾向と

し て 多 くの 人 び と か ら指摘 さ れ て い る 傾 向 な ど を 考慮 し

て 新 し く作 製 し
’
た。ま た 向性 に 関 し て は ， 杜交性 と 思考

性 の 両面 に関す る 向性 の 測定を意図 して，質問項 Eiを 選

ん だ 。

I　 N ．E ．P ．1．試作 第 1号の 分析

　ユ．　質 問紙 の 構成

　 こ の 質問紙 は 神経質，内向外向 お よ び 自我 に 関す る質

問 項 目を ，従来行 な わ れて い た 種 々 の 質問紙 を 参照 して

新 し く作っ た 77項 目か ら な り，Table 　1 に 示す よ うに ．

お の お の 記号 を つ け て あ る 。

　　　　　 Table 　 1 質 問 紙 の 構 成

記　引 番 　 号 仮　定　特　性

　 　 E − 1

旨
　 　 　 　 1 〜 20
− ．L 内 向

一
外 向

　　　　1　 21 〜 4G
　　　　 l− …

Eg 　1　　　　　 1 〜 19
　 　 　 　 F

神　 経 　 質

自　　 我 　 1

Eg 　2 20 〜 37 自　 　我　 2

＊　Measurement 　 of 　 neuroticism 　 and 　 extraversion ・

　 introversien
＊＊　by　Toshiyuk 量 Kondo （HirQshima　Unive エsity ）

　2．　 対　　　象

　呉市二 河 中学校生 徒 お よ び 広島市 牛 田中学校生徒合計

156 名に 対 し ，昭 和 36 年 12 月 実 施 した。人数 の 内訳 は

Table 　2 の と お りで あ る 。

　　　　　　 Table 　2 被 験 者
一 覧 、

1 2

講 ト 【． 男 1 女 ．
合 　計

二 司 ・円 劉 1 134
蚤

・ ・ い ・ ［・

］
25 睥 ！…

合　 計 16 エ
　 　 　 1

46 ［251 瞬 ・56

　3， 因 子 分 析

　Table 　1 に 示 す 4 群 に つ い て ，各項 目に 対す る反応の

間 の 相関を Thurstone の 四分割相関グ ラ フ に よ つ て 算

出 し，それぞれ の 群 に つ い て，セ ソ ト ロ イ ド法に よ る 因

＿ 49 一
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子分析を行な い ，直交 解に よ る軸の 回 転 を 行なつ た 。 そ

の 結果は Table 　3 の 示す とお りで あ る 。

　Table　3 （a ）に お け る K 」，　 Kz は そ の 負荷量 の 高い 項

目の 意味か ら，それぞれ思考的内向一外向（TI と 略す），

社 会的外向一
内向 （SE ）と解 せ られ る 。　Table　3   に お

け る K
， は 反 応の 情纏的 せ ん さ い さ，過敏性 （D ）・

K2 は

対人的落 ち つ き，自信 （C），K3 は 精 神身体 的不 安 （A ）

の 因子 と 解 さ れ る 。Table 　3　（c＞ に お け る K1 ”

は 自己

充 足 （SS），
　 K3 は 情緒的安定 （E ）の 因 子 と 解 さ れ る ・

Table 　3（d） に お け る K1 は 自我 の 強 さ （GS ） ま た は 支配

性 ， 服従性，K2 は 自己中心性 （GC ），　 K3 は 自己 防衛的

態度 （Df）を 示す因子 と 推定 され る 。

月実施 した 。 被験者 の 学年，

す と お りで あ る。

　　　　　　 Table 　4

179

こt別 な ど は Table　4 に 示

被 験 者
一 覧

［輸 く 魅… ・ 2 3 計

男 16 58 25 99

女 28 49 「 17 94

計 44 107 42 ユ93k

9 　N ．EP ．1．試作第 2号の 分析

　 ユ．　 質 問紙 の 構成

　N ．E ．P ．1 試 作 第 L 号 に よ つ て ，10種の 特性を示す と 思

わ れる 因 子を抽 出す る こ とぶ で きた が．こ の 質問紙 の 中

に は 負 荷 量 が 少 な くて ， あ ま り有意味 と 考え られな い 質

問項 目も含 ま れ て い る こ と が 明 らか とな つ た 。また ，い

ち お う別の 囚子名を つ け た もの の ， 自己 充 足 と 自我 の 強

さ と は 同
一

因 子 で は な い か と の 疑 問 も生 じ，ま た 不 安 に

対す る 質問項 目数ぶ少なす ぎ る 点な ど を考慮 し て ，新 し

く NE ．P．1．試 作第 2 号 の 質 問紙 を 作製し た 。 質問紙 の

全体 は 付録 の とお りで ， 5 群 に 分 か れ た 合計 102 の 質問

項 目 か ら な る 。 第 1 号 と の 関係 を 図 示す る と ，
Fig．　 1 の

よ う｝こ な る 。

　 2．　 対　　 　象

　広島 市 内 県 立 商業高校生徒 193 名 に 対 し，昭 和 37｛三／0

　3．　 因 子 分 析

　 5 群 に 分 か れ た 質 問項 目に つ い て ，項 目間の 相閥 を ，

ま え と 同 じ よ うに ，Thurstonc の 四分割相関 グ ラ フ を用

い て算出 し，t ソ ト n イ ド法 に よ る 因 子分析を行ない ，

軸 の 直交 回 転 を行な つ た。回 転後 の 因 子 行列 は Table　5

の と お りで あ る 。

　Table5 に 示 さ れ る KL，　 K3 は それぞれ社会的外向一

内 向 （SE ），思考的内向
一

外向（TI）を 示す因子 で あ る こ

と は ， 試作第 1号 の 場 合 と 同 じ で あ るが ，負荷量 に お い

て 多小の 差 が 認 め ら れ る c

　 Table　5（b｝に お け る K1
，
　 K2

，
　 K ， は そ れぞれ デ リ ケ ー

ト で 敏感な 反応傾向（D ），情緒不安定 の 傾向（E ），自信

欠如 の 傾向 （C ）を 示 す 因 子 と 解 せ られ る。

　TabLe　5〔c）に お け る K ，，恥 は そ れ ぞ れ 心理 的不 安

（psychogenic 　anxiety ，　PA ＞．不安 の 身体 的徴候 （somatic

symptoms 　 of 　 anxiety ，　 SA ）を 示す 翆子 と 解釈 で き る。

　 Table　511d）に お け る K
訌，　 Kz は それぞれ 自己充足 （SS）

自我 の 強 さ （GS ）を 示 す 閃 子 と解 釈 で き る 。

　 Tab3e 　5（e｝に お け る K
，，
　 K2 は そ れ ぞれ 自己 rl 心 的 傾

Fig ，　 l　 N ．E．P ．1．第 1 号 と 第 2 号 の 系統 図式

N ．E ．P，1，試作第 1 号

蠏
頂

−

号

1

　

一
記

E

N

Egi

Egz

21〜40

1 − 19

20〜38

　　　　　　　　　 N 、E．P、1．試 f乍第 2 号

因 子 　 　 記
．
号 　項 目 番号

Kl …TI
→ 　E −・−1　　 83〜ユ02

K ，
・』』sEK

，
…D

＿ 　D − C 　　　ユ〜22

K
，
…CKs

…A

　 　 　 　 Anx 　 　 　 23〜42

→

／
→

鎚

E

Gs

 

別

バ

ポ

　

ゴ

7
・

ポ

KK

　

KKK

S− Eg

As − Ce

43〜62

63〜82

一 51

　　　　　　 備 　　　　考

第 1 号 と 全 く同 じ

N …　21，23，24，25，29，30，31，32，33，34，35，36，

　 37，38，39，40

Eg ・・3，13

　他 に 4 項 目付 加

N …22，26， 31β3，39，40

　他 に 14 項目付加

Eg…1，3， 5，6，7． 8，
10

，
12，16，17，19，20 ，

29
，
32

，

　33，38，
　他 に 4 項 目付加

E −…Ilg

Eg 　22．23，25，26， 27，30，
3⊥

，
35，36，

　 他 tC　10項 目付加
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（a ）　 E− 1
Table 　5

教　育　・ひ　理 　学 ．研　究 第12巻 第 3 号

NE ，P．L 試作第2 号因子行列 （直交 画転後）
（b）　D −−C　　　　　　　　　　　　　　　（c ）

No．

12345678910U121314151617181920

A

lK・

　　　494

　− 307
　− 085

　　　7σ9
　 − 170

　　　208

　 − 143
「
　　　躓

　一〇〇6

　　　198

　− 080

　− 162
　　　492
− 108

　　　315
− 431

　　　436

　　　563 ，
− 947　1− 085i

　　　　　　亅

lK・ lK・ lh・

i
ΣK ？i2，67⊥

1％ ．
・3・36

一347
− 187

卿

一213

　　445
− 109
− 138
− 196 ．
　　344
− 386
− 153

書1
− 217

　　017
− 19B
− 184
− 017
− 242

1，39言i
　　　　　・lag

引

　一312

1器
t　
− 512

　− 216

　− 259

　　　438

　− 372

　　　235

　　　428
− 292
− 409

　　　Dσ6
− 2481

　　  ・71

一348
− 136

　　167

　 310

一〇G7　i
　　　　　 E

　　　　　l

鑑

艦

讒

嶽

粥

粥

粥

懲

嬲

瀧

1，867　15，926
　 　 　 　 　 1

No ．μ 1iK ・
K3h2No ，IK・

K2K
匹 lh・

／ 056 一649 ユ  143423152 一625260481
2 　　　240

「

一〇54 一654490124365 一547129448
31 − 054

」

一365 一436326 … 跖 4  5 一1901   8216
4
’
　 196 一104 一4｛苅 25126 ・　 ユ88 一436

　　齟
265295

5145 一558 一20937627 ！
　　　555 一220 一266427

6385 一〇21 一37428828302 一〇38 一242
　　　層
151

7
　

8497481
　　047
− 155

一〇11
− 038249257111［

2930　　　322
「− 053． ：蕩

　　　096i

　− 129120537

9061 一50304325931i 　 O151 一173 一44L224
10363 　　　0181 一8G1775321 　 301 一〇24 鰯 096
11813 一1421 − 003681lI331537010 一275364
12123 一496 ．

　 212306 ｝134i480000 一381375
13
　 　 　F61G1

− 229 一〇62428 …：35201 一413068216
141151

　　　1161

323

贈i
1 − 250

　 − 2？4

　− 487

一442
− 284
− 021

3621160332｝363738 2921
　　　　ヨ

譜1
一660
− 119
− 094

螂

316307

5264625

‘7
789019

｝

11

／

22

ウM

　　449
　　696

　698

　456
＿006
　 40工

1
．
iK ？1．3，

679

9・　33　129．63 目 ％ 16，72

一1571
− 118
− 102
− 214
− 234
− 289

一〇58
− 034000

淵
．！43 ｝

23049949640507726539404

・ ！
廻

1… 46

　　412
　　599
　 409
− 619

2
，
0852 ，182

｝
ビKΣ

948 ｝9・　92　1　36．・2
SE

iooo
− 112
− Ol6

　〔）26

3， d67

　　144

　295
− 210

、＿三・
1G81

、
… 28

　　　1911

　 459
　

1　 2111

　 41711

］

｝6，763

％　 17，3310 ．845 ．6433 ，86
’
　 　 TI

（d ）　S−− Eg

D E 　

）

Ce

（ As − Ce

PASA

N 。 ，lK 、

　
1K2｝K ・ h・ 1

＿198　　4421
− 065　　 573

　　171　　 　414
− 351　　 302
− 288　　 195

　　193　 　 148
− 152　　 354
− 082　　 231

　　442　 　 468
　　346　　 153
− 273　　 298

　　266 　 　 262
　　　　　　　　　　　　 f
− 178　　　 082　1
　　157　　 188

　　332　　 33〔｝ 1
　　　　　　　　　　　　 レー

f劉　1τ劉
一197　1　　477
　 103　 　 284

画 ・8gi

No ・lK ，

娼

弱

50

矼

52

留

肘

邸

詬

解

58
　

　

　

　

　

腱−
陲
匯

1K2
43

“
「

454647

　　　f

　　589

　　645
− 057
− 270
　　105
− 021
− 061
− 293

　　439

　 003
− 085

　 100

　 195
　　　　±
°12i

　　〔｝7上

一195

　 237
唹

　522
　 222

i− 236
「
　　− 3911

− 618
ヨー3251

　　− 3181
− 333i57

・

1
− 371

！　 282
；
　　− 182

　　　 465

　　
− 426

　　− 108

　　− 404

　　　464

　 − 561
− 48gl

　　　662
　＿0281

1
− 189

IK・ 12h

ユ．，262 ：6，・73

1

譴
6566

題
697

。

晃

甓

鷺
i7帽
78　1

・
，
■ 813 ，303

79808182

　　242

　　210

　　496
− 220
− 144

　　366
　　09  

　　　　　　i　　316
−−039
　　361
　　405

　　538
・−062
−・．236

　073
　362

　384143i

　O831
・・。 1

馘

欝

端

鑑

認

　
一

一
一

　
一

一

　

一

一弱 9
− 415
− 034
　　3G6
− 369
− 212
− 424
− Ol8
− 3ワ6

　534
− 5481

12151
　 160
　− 338

　− 288

　
− 445

　　　164

　− 225

　− 242
− 074

　　　377
−・335
− 084

　　　372

… 　1

IEKt

8．・4P16 ・52
ト

6，3・ 1

　　207

　　3i3
− （｝69
− 059 …

　eg．　5 …
．

　141　i

錫

钁

蠕

鬻
鵬

釜

擦

鬻

鬻
嵶

謝
’

1，615

％ 30．86
　　　　　… 1％　 8．e7

・・倒 ・
・
22・i

IO．67

4
，
977

6… 1
SS GS

24．88

GCGM
52
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向 （GC ），寛容 と 協調 の 態度を示す 自我の 成熟 （GM ）を

示 す因 子 と 解釈 で きる 。

　な お 各表中に 解 釈 を 行なわ なか つ た 因子 もあ るが ， こ

れ は 分散量 が 少 な い こ と と，解 釈 が や や困難 で あ り，当

面 の 目的 で あ る特性 を は つ き りさ せ る うえ に 不適 当 と 考

え て ， い ち お う考慮 しな い こ と と した 。

　以 上 の 結果を 要約す る と ，
NE 、P ．1．試 作第 2 号 か らは

11種 の 因子が抽 出 さ れ た ．こ の 11種の 因子 を 試作第 ユ 号

の 因子 と対 比す る と，Fig ．2 の よ うに な り ， ほ と ん ど 対

応 して い る と い つ て もよ い で あ ろ 5 っ 第 2 号 に お い て 抽

出 さ れ た 跟 子 の うち ，
E

，
　 GS な ど は 第 1 号 に お い て は

ちが つ た 集団 に お い て 抽 出 され て い る か の よ うに 見 え る

が ，こ れ は 第 2 号作製の と き質問項 目 の くみ か えが 行な

わ れ た た め で あ る 。 こ の こ と は Fig ・1 と Fig・2 と を

対 応させ る と 明 白に な る で あ ろ う。 ま た 第 1 号 に お い て

不 安 と し て 抽 出 さ れ た 因子 は ，第 2 号 に お い て は 質問数

を増加 し て ， 心 理 的 不 安，不安 の 身体酌徴候 の 2 個 の 因

子 と し て 抽 出 され た 。 ac　1 号 に お い て ， 自己防衛 の 困 子

と 名づ け た 因 子 は ，第 2 号 に お い て ，質問項目の 変更 と

組 み か え に よつ て 抽出 され た 因子 と して は ， む し ろ 他 と

の 協調 ， 客観的態後，自主 的態変な ど を 示 し ， 自我 の 成

熟 の 因子 と 解釈す る 方 が よ り適当 で あ ろ う と思おれ る の

　Fig ．2N ．E ．P ．1．第 1 号 と第 2 号 と の

　　　　 因子 の 対応 を 示す 図 式

第 1 号 　　　　　　　　　 第 2 号

・− L 　
− → 巨

一 ・

　 （SE ）1　　　　　　　　　　　　　　 （SE ）］

　 （Ti）2　　　　　　　　　　　　　 （Ti）2

　　丙 1　 　
− → ID− c

．」
　 〈D ）3　　　　　　　　　　　　 （D ）3

　 （C ），　　　　　　　　　　 （C ）4

　 （A ）5 　　　　　　　　　　　　 （E ）T

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．　 Anx 　　l
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I

　　　　　　　　　　　　 　　 I　　　　 − 1
　　　　　　　　　　　　 　　　 （PA ）sa

　　　　　　　　　　　　　　　 （SA ）Sb

l ・・］ 　 　　　
1

（SS）6

（E ）T

「Egt ］

→

．＿患
Egi

　　　 （SS）6

　　　 （GS ＞s

→ 　　As − Ce

（GS ）6　　　　　　　　　　　　　　（GC ）9

（GC ）s　　　　　　　　　　　　　（GM ）10

（Df）n

註　匚＝ ］内は 質問集団の 名

　　 （ ）内 は 抽 出 され た 特性

で ， 自我 の 成熟（GM ）と よぶ こ と と した 。

　以上要す る に，中学 生 を 対象 と して 実施 した N ，E ．P ・L

第 1 号 か ら抽 出され た 因子 と ， 高校 生を 対 象と し て実施

し た N ．E ．P．1．第 2号 か ら抽出 さ れ た 因 子 と は 多少 の 負荷

量 の 差 異 は は る が，ま ず 同
一

の も の で あ る と 考え て よ い

の で は なか ろ うか 。 こ れ らの 因 子 を い ま た だ ち に 他 の 研

究老 の 人諮特性 の 因子 と 対 比 す る こ と は ，厳密を欠 くう

らみ が な い と は い えな い が，試 み に Cattell の 研究 と比

べ る と，次 の よ うな対応 が な りた つ よ うに 思われ る の で

参考 の た め に あ げ て お く。

藤近

DE

C

GS

GM

GC

　 　 　 　 Cattell

F （Ω）豆［　Pathemia　oT 　emotional 　imnlatu「ity

I　　　　　Prem §ia，　protected　emotional 　se ロ
・

　　　　 sitlvlty 　 or 　 tendier −mlndeness ．

H − 　　　　Parmia 　（realistic 　to　threat ，　threat

　　　　 ifivulnerabSlityoTve皿 turesomeness

　　　　 vs ．　 thretia ，　 lhreat 　 vulnerabUity ）

C − 　　　LQw 　 ego ・strength （maladjustment

　　　　 or 　d呈ssatis 自ed 　emotional 孟ty）

Ω、 　 P 。 G ・ self −sentiment 　c ・ntr ・1 （d玉sc ・
−

　　　　 uragement ＆ se1 ｛−devaiuati・ n ）

　L 　 　 Pmtens 玉・ n 　or 　 susp ミsci。 usness ・

　　　　 （suspec 晝ing
，　 iealouS，　 sOme 　compu

・

　　　　 lsiveneSS）

皿 　 N ．E ．P．1．実 用版に つ い て

　1，　 質 問紙 の 講成

　N ，E ，P ．1．試作第 2 号 に よ り抽 出 され た 11種 の 区子 の

うち，r自己 充足 」 を除 く 10 種 の 謎 子 に つ い て ， それぞ

れ 負荷量 の 高 い 質問項 目を選 び，N ・E・P・1，実用版 を作成

し た。した が つ て 質問項 目 数 は 各 因 子 に よ つ て 異な り，

また 同
一質問で 異な る 因子 の 下 に 出 て い る もの もあ る 。

r自己充足 」 を 除い た の は ，そ れ を高 く負荷す る 質問項

目数が少ない た め に ，い ち お う除外 し て，他 の 機会 に ゆ

ず る こ と と した の で あ る 。 な お 応答 の しか た は ，試 作第

1 号 お よび第 2 号 に お い て は，肯定ま た は 否定 の 2 種類

に 限 定 し た が，実用版 に お い て は， 5 段階 の 応答 を 求 め

る こ と と した。す な わ ち 強 く肯定す る，肯定す る，中立 ，

否 定す る ， 強 く否 定す る ， が こ れ で あ る。次 に 採点法 と

し て は ，因子 の 符号が プ ラ ス で あ る ときは ，
5

，
4

，
3

，
2

1 を そ れ ぞれ に 与 え，因子 の 符号 が マ イ ナ ス の ときは そ

の 逆 と し ， 各項目 の 因子負荷量 の 差異 は 採点 の 簡易化 と

い う実用 的見地 か ら考慮 に い れ なか つ た 8
．

　 2，　 2次因子 の 抽出

　試作第 1 号 お よ び第 2 号 の 分析に よ つ て ， 抽 出され た

53 −一
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因了の 命名が 妥 当で あ る か ， また それ らが実際 に 最初に

予 想 した よ うに ，神経 質お よび 向性とい う上位特性を梅

成す る 因 子 と し て ，ど の よ うに 相互 に 関連 し あつ て い る

で あ ろ うか と い うこ と を明らか に す る 目 的 で ， 第二 次因

子 の 抽 出を 2 群 の 被験者 に つ い て 行なつ た。被験者 は 中

国，四 国，近 畿に ま た が る中学，高校生徒 お よ び 大学生

合計 1．262名で あ る が ， 便宜上 Table 　6 に 示す よ うtC，

年 少群，年長群それぞれ 100名 を 無作為抽 出 し，各群 に

つ い て，被験者 の 特性 ご と の 得点 合計に つ い て ，
Pearson

の 偏差積法 に よ る 相 関係数を算出 し ，それ に も とず く因

子 分析 を 行 な い ，第 4 因子 ま で を 抽 出 し ， 軸 の 直交 回 転

を行なつ た 。
Tahle 　7　a お よ び Table　71〕 がそ の 因 子行

列 で あ る。

　　　　　　 Table 　 6 対 　 　 …象

譁＼馬 裁 細 男 1 女 1合　 　計

　 1

…
L −一一■ 一．

1
；　 2

匡 学 生 25 ・5i

ト磁 ・年 25 251
　 　 ヨ

100

高校 1 年 25 251

い1学 ・引 25 25
100

　第 1 因 子 は 両 群 と も，3，C一自信 欠 如，8，　GS一自我 の

弱さ ，
7．TI 一

思 考的内向，1、　D 一
過感性 ，せ ん さ い さ，

4．PA 一
心 理 的不 安 な ど に 高 い 負荷量 を 有 し，分散量 も

ほ ぼ 同 じ く 17％，18％ と な っ て い る。 し た が つ て こ れ

を同
一

因子 と 窰 して もよ い の で は な か ろ うか。こ こ で そ

の 負荷量 の 高 い 特性 の 特徴 か ら 考 え て ，神経 質 の 基調 で

あ る気 や み しす ぎ る ， 気 に か けすぎ る ， 森田氏 の い わ ゆ

　　　　　 Table 　 7a
N ．E．P．1．第 二 次 因 子 行列 （第 1 群）

　る 「ヒ ポ コ ソ デ リー牲 」 と解する こ と が で きる 。

　 第 2 因 子 も分散量 は ほ ぼ 両 群 に お い て 同 じ く，第 1群
に お い て は ，

2・E一情緒性，9．GM 一自我 の 未熟 10．　G

C一自己中心 的態度 な ど に 負荷量 が 高 い が ， 第 2 群 に お

い て は 9．GM 一
自我 の 未熟 に お い て 負荷量 が 低 い の が 異

な る 。 し か し全体 と し て み る と き， 両者 を 同 一
因子 と解

し，自己 中心 的態度 と 情 緒 的不 安定 を 特 色 と す る 因 子 と

解する こ とが で きる の で は なか ろ うか ．第 2 群 に お い て

9：GM 一自我の 未熱 の 負荷量 が 低 い こ と は， こ の 群 が 自

我 成 熟の 過渡期 に あ た る た め ， こ の 因子 が は つ き り現わ

れ なか つ た と 解す る こ と もで きるの で は な か ろ うか 。

　 以 上第 1 因 子 と 第 2 因子 は と もに 神経質 の 主要 な 特徴

すなわち ヒ ポ コ γ デ リ ー気質 と 自我強調的傾 向を 示 す と

考え る こ と が で き る c

　 次 に 第 3 因子 は 6．SE 一
社会的外向 ，

5，　SA 一
身体的不

安，4．　PA −一
心 理 的不安 に お い て 特 に 負荷量が高 く， そ

の 他 1．D 一過感性，9．　GM 一
自我 の 未熱 ，

10．　GC 一
自己

中心 性な ど に お い て も高 く， 分散 は 23〜26％ と高 い
。

こ れ を Cattellの い わ ゆ る　
“Su τgency ，

”
ま た は い わ ゆ

る 外向
一

内向の 因子 と解す る こ と が で き
『
る の で は なか ろ

うか 。こ の 困子 の 負荷量 に お い て も，第 1 群 は 8．GS が

高 い の に 対 し，第 2 群 は 低 い
。 こ の こ と も第 2 群 が 自我

の 転 換 期 に あ るた め と 解す る こ と が で きる の で は な か ろ

うか 。

　 第4 因 子 は 分散量 が 両群 と も低 い が ，
1．D ．．

過感性，

7．　Ti − 一
思考的内向に 負荷量が高 い の で ，い ち お う思 考

的内向外向 の 園子 と 解す る こ とが で きる の で は なか ろ 5
『
か 。

　　　　　 Table 　 7b
N ．E ，　P，　L 第 二 次 因 子 行 列 （第 2群 ）

　

K
国

子

テ

ス

ト

K2 K ， K ， h2

DEC

恥

盤
刀

GS

 

 

524 　 　 　 G87

400 ・
　 ＿500

7】3　 　 　 133
　 　 ；
3B7　1　 − 255　．

117
’
　− 107i

OO1　　 　254
’

　 　 1　　　　　 ［
650i　　　　154i
　 　 　 　 　 　 ’

543i 　 Q501
　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 ミ

1：li：霧：i

36614531

　　1314
亅

731
】

7301

　3〔副
　　　　
133

ト
　1871

− 1251

−−207 ．
　 　 　1122

　13691
− 136
　　　1
．鬻l！

　　i
：器

1：貫
… 旨
蠶：i
蕗：

　

馬

因

子

テ

ス

ト

一768

　 112

　 4Q8

　 497

　 417

ガ即 ユ，8“ 　，馴 2，652

Kz 一K ， K4 h2

422

・42・1・・84・

1％ i ・・ 44 ｛ ・・24i ・6… i … 睡 ・・

DEC

玖

駄

野
GS

 

 

一5上3 ピ ・・9　1
− 2エgL 副
　 　 　 　 　 　 　 L
− 676　　　　　036　1
− 4251
− 3001 − 013 ！

− 064　1265 　i
　　　　＿1561− 5841

− 5321 ．22、
i

　 　 　 　

− 086 　1　− GO2　：
一・・2i − … i

一28・1− 618

一467i

＿2341
　　　1−−284i
　 　 　 …

　　　i− 751i6661

：1；劃
一600
− 499

　　　i

　 341　 1
　 ユ67L

− 2361
　 　 　 1
＿182 ！
一・311136

…
　2331

− 041 …

、74 …
　 　 　i
− 0011
　 　 　 1

614446595679Eig5536421345398530

・K ・

い… 4i ・… 　1・β・21 測 ・，25 ・．

％ い・ 14 ・ ・3 レ・ 62 臣 3gl ・2・・59
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　次 に 分散量 が ど の 因子 に お い て も， 第 1群 の 方が第 2

群 よ りも高い の は 注 目す べ き こ とで ，多 くの テ ス トが高

年令 に な る ほ ど分散量が低 くな る の が普通で あ る の に 対

し，反対の 傾 向 を 示 し て い る。 こ の こ と は 内省力が高年

令層 の 方に お い て 大 と な る こ と に よ る と 解す る こ と が で

き る 。

　以 上 述 べ た よ うに ， その 測定人員は わ ず か 100名ずつ

で あ る が， 2 群に つ い て 実施 し た 実用 版 か ら二 次因子 と

し て ，ほ ぼ 類似 した 因 子型 を 示 す 「ヒ ポ コ ソ デ リー性

（気 や み傾向）」 ， 自我強調性，内向
一・

外 向性 ， 思考的向

性 の 因 子 が 抽 出 され た 。前 2 者 は 神経質の 特繊 ・傾向を

示 す特性で あ り， 後 2 者が 向性 の 特徼，傾向 を 示 す特性

で あ る こ と は ほ ぼ疑 い を い れ ない の で は な か ろ うか 。 し

た がつ て ，　こ の N ，E．PJ ，実用版 は 神経質と 向性 の 測定

と い う目 的に 対 し．て ，必 要 に し て 十分 とは い え な い に し

て も ， 少 な く と も若干 の 理 論的妥当性を有す る とい い う

る の で は な か ろ うか c

　以 上，神経 質 ， お よ び 向性定測 の た め の 診 断 目録試作

第 1 号 ， 同第 2号 を 経 て ，実用版 作成 に 到 る まで の 経過

を 述 べ ，今後の 研究の 出発点 と し た い 。
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　　　　　　　　　　　 （ig64年 5 月 26日原 稿 受 付 ）

付録 　　N ．E ．P ．1．試作第 2号

　な お

　略号 N ．E ．　P．　1．　eiそれぞれ

　N ＿Neuroticisrn ，　 E …Extraversion・introversion

　P …Persanality
， 　　 1 ・・−lnvcntory カ 、ら と つ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 D − C

L 淋し くて た ま らない こ と が あ りま す か 。

』

2．お お ぜ い の 人の 前 VC立 つ と ， お ち つ きを 失 い ます か

3．あな た は涙 もろ い た ち で す か 。

4．目上 の 入 の 前 に 出 る と，思わず か た くな りま す か 。

5，な ん と な し に 気 分が 浮 い た り，沈ん だ りし ますか。

6、異性の 1柄 こ い る と ， 人
一倍恥 ず か しい で す か 。

7．あなた は 気分 に 支配 されや す い た ち で すか 。

8．人の お こ ない が 気 に な るた ち で す か 。

9．入 と 話 を し て い る 時 ， 心 が うわ の 空 で t 他 の こ と を

　夢中に なつ て 考 え る こ とが あ ります か 。

10．ち よつ と し た こ と で ， あ が りやすい で す か 。

11 ．あな た は 心配性で すか 。

12，他人 が 幸福 そ うで，うらや ま しい と 思 うこ とがあ り

　 ま すか 。

ユ3．あ な た は 感情 を きず つ け られや すい 方 で す か 。　（ち

　よ つ と し た他人 の 言動 で 気 を わ る くす る。）

14 ．もの ご と に 自揺が もて な い ll　5 で す か 。

15．な に か を し たあ と で ， それ を し な か つ た よ うな気 が

　 し て 困 る こ とが あ りま す か 。　（た と えば手紙 を出 し た

　あ と で ， 切手 を は るの を 忘れた よ うな 気 が し た り， 窓

　を しめ て か ぎをかけ るの を 忘れ た よ うな気 が した りす

　 る こ と
，）

16．自分 を つ ま らぬ 人間 だ と 思 うこ と が あ りま す か 。

17．もの ご と を 苦に し て な か なか ねむれな い こ とがあ り

　 ま す か 。

18．小 さ な こ と が気 に か か る た ち で す か D

l9．あ な た は 他 人 よ り神経質だ と 思 い ます か。

20．ち よ つ と した 失敗 で す ぐ悲観 し ま す か 。

21・朝起 きた と きで も疲れ を 感 じ る こ と が あ り ます か 。

22．ち よ つ と し た こ と で 心 臓 が は げ し くど うきを うつ こ
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　 とが あ ります か。

　　　　　　　　　　　 A
23．じ きつ か れ を 感 じ ます か 。

教 育 心 理 学 研 究 第 12巻 第 3 号

24．頭が い た くな る こ とが よ くあ ります か e

25・な に か し よ うと す る とき，手 が ふ る え る こ と が あ り

　 ます か 。

26．ときど き手や足 が つ め た くな つ て い る こ と が あ りま

　 す か 。

27，夜 ね て い て ， うなされ る こ と があ ります か 。

28．寒 い 日 で も，な に もしな い の に ， きん ち よ うした た

　 め に 汗 が で る こ と が あ ります か。

29．物事をむつ か し く考 え る くせ が あ ります か 。
30・お なか の 調 子 が よ くない こ と が 多い ですか 。

31．気が散 りや す くて ，ひ とつ の こ とに 集中 で きな い で

　 す か。

32．ねつ きが よ くな い ですか 。

33．い つ も他人 に い えない こ と で 気に な る こ と が あ りま

　 す か 。

34．恐 ろ しい 夢を見 る こ とが あ りま すか 。
35．ち ょ っ と した こ と で 心臟 が は げ し くど うきを うつ こ

　 とが あ りま す か 。

36．い つ も ど こ と な く体 の 具合が わ る い よ うに 思 い ます

　 か 。

37
， ち よつ と した 失敗 で す ぐ悲観 し ますか 。

38．あ な た は 心配性 で す か 。

39．お お ぜ い の 友達 と い つ し よに い て も淋 し く感 じ る こ

　 と が あ ります か。

40．小 さ な こ とが 気 に な る た ち で す か ．

41，人間 の 死 と い うこ と に つ い て 深 く考 え る こ と が あ り

　 ます か 。

42．あ な た は 自分 の 体 に つ い て 自信が あ り ます か 。

　　　　　　　　　　 S − Eg

43．自分だけ で ， な に か を 決 心 す る の が む ず か し い で す

　 か 。

44．恥ずか しか つ た こ と が い つ まで も忘れ られ な い 方 で

　すか 。

45．気分 が 浮 い た り沈 ん だ り し や す い で す か 。

46．腹が 立 つ と 前後 を 忘れ る こ と が あ ります か 。

47．だ れか が ほ め て くれ ない と仕事 に は げ み が で な い で

　 す か 。

48，自分が す るつ もりで い た こ と で も， 周 囲 の 入か ら指

　図 を うけ る と，そ の 仕事 を し た くな くな りま すか 。

49 ．自分 が 正 しい と思 つ て い る ときは ，だ れ に な ん と い

　われ て も， わ りあ い 平 気 で す か 。

50、遊 び ご とで も負 け る と 腹 が た つ た り，S さぎ こ ん だ

　 りし ます か。

5L ど ん な ときに も自分の み か た に なつ て 応援し て くれ

　 る友 だ ち が ほ し い で す か。
52．自分 の 作晶や行動 を批評 さ れ る の は ，そ の よ し あ し

　 に か か わ らず い や で す か 。

53．失敗 した とき， 自分 ひ と りで責任を負 うこ とが で き

　 ま す か。

54．い や な 人 と 道 で あ うの を避 け る た め，道を か え た こ

　 と が あ りますか 。

55、た くさ ん の 人 の 中に い る と き，だ れ か が 自分 を み つ

　 め て い る よ うな気が し て な ら ない こ と があ り ます か 。
56．なん で も友だ ち に うち あけ て，あ とで 後悔す る こ と

　 が あ りま す か 。

57．な に か わか らない こ とが あつ て も，人 に 教 え て もら

　 うよ りは ，自分 で や り方 を 考 え る 方 で す か 。

58．あ な た は 負 け お しみ が 強 い 方 で す か 。

59．友だ ち との つ きあい で ，不愉快な こ とが た び た び あ

　 ります か 。

ac・自分が こ うと 思 つ た こ と は ，他 の 人 が 少 し くらい 反

　 対 し て もや りと げ ま すか ．

61．なに か 計 画 す る ときな ど ， 自分 で は こ れ で よ い と 思

　 つ て も，だ れか に 賛成 し て もらわ ない と 安 心 で きな い

　 で すか 。

62．友だち と ち が つ た 服装 や ，所持 品 は 気 は ず か しい で

　 す か 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 As − Ce

63，あな た は 涙 もろ い 万 で すか 。

64．悲 し か つ た り， 興奮 し て い る ときは ひ と りで い た い

　 と 思 い ます か 。

65、他人が ほ め ら れ た り，もの ご と に 成勢 し て い る の を

　見 る と，な ん と な くい い 気が し な い で す か。

66．な に ご と に つ け て も最後 ま で が ん ば れ ます か 。

67、自分 の 持ち物 は 自分 の 気 に い つ た の で な い と，つ か

　 い た くな い で す か。

68．少 し くらい は 自分 が わ る か つ た と 気 が つ い て も，す

　 ぐあ や る （こ とわ りを い
「

） ） こ と ｛まで ぎない で す カ 

69．親 や 年 長 者 か ら わ が ま まだ と い わ れ る こ と が あ りま

　す か e70

．自分の こ と は あ ま り他人 に 知 られ た くな い で す か 。

71．自分の こ と で ， で た らめ を い い ふ ら した 人が あ れ ば

　 ど ち らが 正 しい か ど こ まで も言 い あ つ て 決め ますか 。

72．り くつ に あ わ ぬ こ と を 言 う入 が あ る と，自分 に 関係

　 が な く と も， 黙 つ て い られな い で す か c

73・つ くづ く自分 をみ じめ だ と思 う こ とが あ り ます か 。

74．あ な た は じ き腹 が 立 ち ま すか
。
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75，友だ ち が あ なた と ち が つ た 意見をの べ る の を，が ま

　ん し て 最後ま で 聞 くこ とが で きま す か 。

76．買物 に ひ と りで い つ て ， 気 に い つ た もの が な い とき

　 は ，他 の 品 を す す め られ て も買わ な い で 帰 り ま す か 。

77．親 や 先生 が あなた の 考えを理 解 して くれない と思 う

　 こ と が多 い です か。

78 ．入 の 注 目を ひ くよ うな こ と をす るの は 好 きで す か 。

79，あなた が 試 験な ど で 苦労 し て い る とき，他 の 人が の

　 ん きそ うに 見え て 腹 が た つ こ と が あ りま す か 。

80．他人 か ら こ 5 し な さい と 教 えられ る の は い や で す

　 か 。

81．友 だ ち の 忠告 を 喜ん で きぎい れ る こ とが で き ま す

　 か 。

82．親 や 年長者 k ロ へ ん じ を す る こ とが あ ります か 。

　　　　　　 　　　　 E − 1

83．見知 らぬ 人 と 話 をす る の も， わ りあ い 気が るに で き

　 ます か 。

84，物事 を 深 く考 え こ む くせ が あ ります か 。

85．何 か 実行す る前 に ，や め よ 5か ， ど うし よ うか と 思

　 い なや む こ と が よ くあり ます か 。

86．誰 と で もよ く話 し こ む 方 で す か
。

87．何事に も人 目 に 立 つ よ うな こ とは し た くな い 方で す

　 か D

88．文章 で 書 くよ りも話す方が あな た の 考 えを うま く表

　お せ ますか 。

89．あな た だ け
一

入ぎりで い た い と 思 う こ と が 時 々 あ り

　 ます か 。

90． ク ラ ス の 会合な ど で は よ く発言す る 方 で すか 。

91．恥 つ か し くて こ ま る こ と が あ りま すか 。

92．仕 事や勉強を し て い る 時，人がそばに い て も，あ ま

　 り じや ま に な りま せ ん カ  

93，あな た は しん ぼ う強 い 方だ と 思 い ま す か 。

94．あ な た は 用 心 深 い 方 だ と 思 い ま す か 。

95．あ な た は 自分 の 動 咋が キ ビ キ ビ し て い る方 だ と 思 い

　 ます か 。

96 仕 事 を て い ね い に す る た ち で すか 、

97．し た し い 友だ ち は た い て い あな た の 方か ら近 づ い て

　作 り ます か 。

98．他人 が あな た を ど ん な に 評 判し て い る か ，た い へ ん

　気 に な りま す か 。

919
．あな た は 世話好 きで す か 。

OO．あな た は よ くは し や ぐ方だ と 思 い ます か 。

101 ，自分 を つ くづ くみ じめ だ と思 うこ と が た び た び あ

　 りますか 。

102．他人 が 気をわ る くす る よ うな こ とは ，い わ な い よ

　 うに 気 を つ け ますか 。

一．− 57
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 bility, caeperation,  school  adjustment,

AVSTRACT

and  familyadjustment.

MEASUREMENT  OFNEUROTICISM  AND  EXTRAVERSION.INTROVESION.

                  by

          Toshiyuki Kondo

       Rrirosntma Universit/y

    The  purpose  of  this  investigation is to censtruct

 
a
 
new

 mventory  for the  measurement  of  neuroticism

 and  extraverslon-introversion.

The  First Trial Inyentery

    As  the  first trial, the auther  composed  an  in-
ventory  of  78  items, which  was  divided into 4

groups  
as

 follows; E-I Group  (20 items), N  Greup

 (20 items), Eg-IGroup (19 items), and  Eg-2 Greup

 (19 items), The  lnventory was  administeTed  to 156
junior high schoel  pupils. The  tetrachoric  cerrela-

tions
 between the  items within  each  group  were

calculated,
 and  factor analysis  vvas  exe'cuted  by

Thurstene's centroid  method.  The  factors aftef

orthogonal
 rotations  of  axes  were  interpreted as

fellosvs, Thinking introversion, and  Social extra-

version
 from the  E-I group.  Delicaey, Lack  of  Con

fidence, and  Anxiety frorn the  N  group,  Se]f-suf-
ficiency, and  Emotionality from the  Eg-1  greup.

Ego-strenth, Ego-centricity, and  Ego-defence  from
the  Eg-2  group.

The  Second Trial Illventory

    A$  the  second  step,  another  new  inventQry  was

compesed
 discarding  8 items from  the foregoing

inventory,  and  adding  32 new  items. The  ne"'  in-
ventory

 ",as  divided into 5 greups  as  fellows; E-I

Group (X> items), D-C  Group  (22 items), Anx

Group (20 items), S-Eg  Group C20 iterns), As-Ce

Group (20 items), The  inventory was  administered

to 193 senior  high school  pupils. The  factors ex-

tracted
 in this case  were  interpreted as  follows;

Social extraversion,  and  Thiilcing-introversion frem
the  E-I group.  Dilicacy. Ernotionality, and  Laek.of
Confidence from the  D-C  group,  Psychogenic  anxi-

ety,  and  Somatic Symptems  of  Anxiety  from  the

Anx  group,  Self-sufficiency, amd  Ego-centricity,

and  Ego-maturity  fronn the  As-Ce group.  Most  ef

the factors corresponded  to these  which  were  ex-

tracted  from the  first trial inventory.

Inventorv  for Practical Use

   Eighty seven  items toading high onto  the  10 factors

(excepting Self-sufficiency)were se}ected,  aRd  a  third

}nventory  was  cornposed  for practical use.  This

inventory  }vas  administered  to 1262  subjects,  includ-

ing junlor high pupils, senior  high school  pupils,
and  college  students.  They  were  divided intotwp

 groups;  one  the  younger  group  and  the  other  the

elder  group.  Scores of  traits (factors) were  correlated

and  factor analyzed  forboth  groups  separately,  Four

second  order  factors were  extractedi  ior both groups.
In regard  to the  patterns of  factor Ioading$, the

four factors of  the ene  group  showed  close  resem-

blances to the  four faetors of  the other  group,  The
factors were  interpreted as  follo"Ts; 1. Hypochon-
dria. 2. Ego-tonicityandEmotianality,  3, Surgency-

disurgency. 4. Thlnking  intreversion and  
extraver-

sion.
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